
公共工事等における新技術活用システム(NETIS) 

● 有用な新技術を積極的な活用を推進することで、公共工事のコスト縮減や品質向上を図り、新技術
の更なる改善が促進されるための仕組みとして、新技術活用システムを構築（平成１３年度より）。 

● これは、民間等により開発された新技術を、新技術情報提供システム（NETIS）にて共有・広く提供す
るとともに、公共工事等において積極的に活用・評価し、技術開発を促進していくためのシステム。 
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・年間約4600件（34.1%)

の直轄工事で活用 

・活用延べ新技術数は、 

 年間12,226技術 

活用結果により、技
術の成立性や活用効
果等を総合的に評価 
・これまで約680技術の
活用結果を評価済み 

・評価の高い技術は、
「有用な新技術」に  
選定 

登録技術数：約4,000件 

技術概要（経済性、施工性、品質 等） 

試行申請型の
場合には、技
術の成立性や
直轄工事等に
おける活用の
妥当性を確認 

（事前審査） 

公共工事等における新技術活用システム 

新技術活用のインセンティブ： 工事発注時の 総合評価方式での加点 

                    工事成績評定での加点 

（ＮＥＴＩＳ利用者） 
・発注者 

・施工者 

・設計者 
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